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3.2 「軽快感」を具現化するコンパクト化 

ライトウエイトスポーツならではの軽快なドライビン

グフィールである「軽快感」の一番のキーは，いかに車を

軽くするかである。新型ロードスターでは，前モデルに対

して100kgを超える軽量化目標を達成した。この実現に向

け，パッケージングでは，車両サイズのコンパクト化に取

り組み，軽量化に貢献するとともに，運動性能諸元の進化

を実現した。 

（1）車両サイズのコンパクト化 

車両サイズのコンパクト化については，乗員の居住空

間は前モデル並みを確保しながら以下に取り組み，前モデ

ルから105mm全長を短縮し，歴代モデル最短の全長を実

現した（Fig. 10，Table 1）。 

 

 

 

 

 

 

 

Fig. 10 Change of Exterior Dimension 

 

Table 1 Exterior Dimension of All Roadster in History 

 

 

 

 

① オーバハング短縮 

フロントオーバハング短縮に向け，フロントボデーの

アッパパスと，フロントサスペンションクロスメンバに衝

撃吸収用のエクステンションを設定したロアパスの上下2

方向に分散するマルチロードパスを採用し，前面衝突のエ

ネルギー吸収を効率化することで，前モデルから45mmの

フロントオーバハング短縮を実現した。 

リヤオーバハングもリヤボデーとリヤサスペンション

クロスメンバによる上下のアッパパスとロアパスの2方向

に分散するマルチロードパス構造を採用し，後方からの衝

撃を，リヤフレームとリヤサスペンションに分散して吸収

させることで，後面衝突のエネルギー吸収を効率化し，前

モデルから40mmのリヤオーバハング短縮を実現した（Fi

g. 11）。 

 

 

 

 

 

 

Fig. 11 Front and Rear Multi Frame Structure 

② ホイールベース短縮 

前述のペダルスペース確保に向けて，前モデルからフ

ロントホイールセンタを35mm前方化しながら，リヤホイ

ールセンタを55mm前方化することで，ホイールベースを

20mm短縮した。リヤホイールセンタの前方化は，軽量化

とタイヤからの横入力に対して強固な剛性の確保を両立す

るリヤサスペンションクロスメンバのＶ字型の左右メンバ

の採用と合わせて，フューエルタンク後部の容量確保を効

率化することで実現した（Fig. 12）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Fig. 12 Forward Rear Wheel Center by 55mm 

 

（2）運動性能諸元の進化 

車両サイズのコンパクト化と合わせて，手足の延長のよ

うに操れる楽しさの追求として，運動性能諸元の進化に取

り組み，ヨー慣性モーメントの低減と低重心化に注力した

（Fig. 13）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

Fig. 13 Package for Evolution of Dynamic Characteristic 

 

 ① ヨー慣性モーメント低減 

 ヨー慣性モーメントの低減としては，アルミバンパレイ

ンの採用等，車両端部への軽量材料の採用に加え，重量物

であるエンジンをいかに車両重心に近づけるかに注力し，

前モデル比で11%のヨー慣性モーメントの低減を実現した。  

前述の乗員中心のペダルスペースの確保，SKYACTIV-

Gの要である吸排気スペースの確保，そして軽量化の要で

あるハイマウントバックボーンフレームを中心とするボデ
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ーストラクチャの理想化を妥協なく実現しつつ，エンジン

を車両重心に近づけることは，非常に難易度の高い命題で

あったが，従来のSKYACTIV-Gからエンジンの搭載スラ

ント角を変更することで，エンジンの吸排気スペースを確

保するとともに，エンジン後部のバキュームポンプユニッ

トを移設することで，フロントホイールセンタの35mm前

出しに対してエンジンの前出し量を20mmに抑え込むとと

もに，エンジン長の短縮も加え，フロントホイールセンタ

に対する相対的なエンジンセンタ位置を前モデルから

1.5Lエンジン搭載車で43mm，2.0Lエンジン搭載車で

22mm後方化するフロントミッドシップレイアウトとする

ことで，ヨー慣性モーメントの低減に貢献させた（Fig. 

14，15，16）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Fig. 14 Front Midship Layout of SKYACTIV-G 

 

 

 

 

 

 

 

 

Fig. 15 Change Slant-Angle of Engine Installing 

 

 

 

 

 

 

 

 

Fig. 16 Change of Engine Rear Unit 

 

② 重心高の低減 

 同様に重心高の低減に関しても，乗員の下方配置に加え，

重量物であるエンジンに着目し，従来のSKYACTIV-Gか

らオイルパンを薄型化することでエンジンを前モデルから

13mm下方に配置し，前モデル比で5mmの重心高低減を

実現した（Fig. 17）。 

 

 

 

 

 

 

 

Fig. 17 Lower Oilpan Height of SKYACTIV-G 

 

3.3 「開放感」を実感させるウインドコントロール 

「開放感」の具現化としては，オープン走行の気持ちの

良さとして，オープン走行時のウインドコントロールに取

り組んだ。 

これまでの調査や研究からオープン走行時に頭や顔に直

接当たる風は不快に感じるが，胸や肩に当たる風は心地良

い風と感じることに着目し，視界のところでも述べたフロ

ントヘッダとAピラーの後方化により，頭上の風を乗員に

対して高く，後方に飛ばし，頭や顔に直接当たる風や後ろ

からの巻き込み風といった不快な風を低減しながら，サイ

ドウインドオープン時に心地良い風を積極的に導風するこ

とに注力し，ドアの三角窓の縮小やドアトリムの高さ，形

状を造り込んだ（Fig. 18）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Fig. 18 Wind Control for Open Feeling 

4. 実用性に着目した収納性 

荷室，室内の小物入れについては，実用性に着目し，市

場でニーズの高い積載物の収納と日常ユースでの使い勝手

に注力した。 

（1）荷室 

新型ロードスターでは，リヤオーバハングを短縮しな

がらも，前モデルに対して荷室の深底部の前後長を35mm，

深さを36mm拡大することで，近年，ニーズの高い旅客機

の機内持ち込み最大サイズのキャリーオンバッグの積載数

を前モデルの1個から2個に向上させた。これにより大人2

人の国内旅行はもとより，海外への小旅行もカバーする荷

室を実現した（Fig. 19）。 
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Fig. 19 Two Carry-On Bags in Luggage Room 

 

（2）室内小物入れ 

軽量化とシンプルなインテリアデザインを追求しつつ，

使い勝手の良さにこだわった室内小物入れを造り込んだ。

 シフトノブの前方にはUSB端子などの外部接続ハブと

スマートフォン等の携行品が置けるオープンスペースを設

けた。リヤコンソール部には，サングラスなどを収納でき

るコンソールボックスを，シートの間には貴重品等を入れ

られる鍵付きのコンソールボックスを設定し，オープン状

態のまま駐車するようなシーンのセキュリティも確保した。 

また，カップホルダは脱着式とし，一人，二人と乗るシ

ーンに応じて取り付け位置を変更できるようにした（Fig.

 19，20）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Fig. 19 Interior Storages 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Fig. 20 Cup Holder Location 

5. おわりに 

新型ロードスターは，初代モデルから追求し続けてきた

人馬一体の思想の深化として，人中心のクルマ造りに取り

組み，クルマを楽しむ感覚を徹底して研ぎ澄ませることで

飛躍的な進化を遂げたと自負している。 

四半世紀もの長きにわたり，ロードスターを愛し，支

え，育んでいただいたお客様に感謝を込めて，この新型ロ

ードスターをお届けするとともに，今後も更なる進化に向

けたクルマ造りに邁進する所存である。 
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